
学科・学年 単位数 使用副教材

教科書 章 節 単元名・指導項目

知 考 態

第１節 式と証明 〇

〇

〇

〇

知 考 態

〇

〇

〇

第２節 高次方程式 〇

〇

知 考 態

〇

〇

〇

〇

〇
〇

〇

第3節 軌跡と領域 〇

〇

知 考 態

〇
〇

〇

〇

〇 〇

第２節 加法定理 〇
〇

知 考 態

〇

〇

〇

〇

〇

知 考 態

〇
〇

〇

〇

〇 〇

〇

〇

〇

知 考 態

〇 〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇
第３節 数学的帰納法 〇

〇 〇

知 考 態

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇 〇
〇
〇

・与えられた条件から，信頼区間を計算によって求めることができる

・仮説検定の考えや帰無仮説、対立仮説、有意水準、棄却域などの用語について理解している

第１章

第２章 統計的な推測

確率分布

・等比数列の項を書き並べて、隣接する項の関係が考察できる

・等比数列の和の公式を、適切に利用して数列の和が求められる
・等比数列の和の値から数列の一般項を求めることができる

数
学
Ⅱ

・数学的帰納法を利用して、いろいろな事柄を積極的に証明しようとする
・数学的帰納法を用いて等式、不等式を証明できる

観点別評価規準
 ・確率分布に興味をもち，それを用いて積極的に問題に取り組もうとしている。

数列

統計的な推測

・比例式を含む等式の証明を通じて、加比の理に興味を持ち、考察しようとする
・不等式の証明を通じて、三角不等式に興味・関心をもち、それを利用しようとする

観点別評価規準

・複素数の表記を理解し、複素数a+0iを実数aと同一視できる
・複素数の四則計算の結果は複素数であることを理解している

・２次方程式の解の公式を利用して、２次方程式を解くことができる
・判別式を利用して、２次方程式の解の種類を判別することができる

・対称式を基本対称式で表して、式の値を求めることができる
・与えられた２数を解にもつ２次方程式が１つには定まらないことを理解している
・異なる２つの実数α、βが正の数、負の数、異符号であることを、同値な式で表現できる
・２次方程式の解の符号に関する問題を、解と係数の関係を利用して解くことができる

・整式を１次式で割ったときの余りについて、剰余の定理で考察することができる
・整式P(x)がx-kで割り切れることを式で表現することができる

・１の３乗根の性質に興味、関心をもち、具体的な問題に取り組もうとする

観点別評価規準
・線分の内分点、外分点の公式を統一してとらえようとする

第
2
章

演習＋章末テスト

１．直線上の点
２．平面上の点
３．直線の方程式
４．２直線の関係
５．円の方程式
６．円と直線
７．２つの円
８．軌跡と方程式
９．不等式の表す領域

１．角の拡張
２．三角関数
３．三角関数のグラフ
４．三角関数の性質
５．三角関数の応用
６．加法定理
７．加法定理の応用

・確率変数の平均（期待値）について理解している
・確率分布からその確率変数の平均、分散，標準偏差を求めることができる。

・2 つの独立な確率変数について積の平均や和の分散と関連づけて考察することができる

・与えられた試行の結果から，二項分布の確率，平均，分散および標準偏差を求めることができる

・平均変化率におけるhは負でもよいことを理解している

・導関数を利用して微分係数が求められることを理解している

・接線の方程式の公式を利用して、接線の方程式を求めることができる
・曲線外の点から曲線に引いた接線の方程式の求め方を理解している

・関数の増減や極値を調べ、３次関数のグラフ、４次関数のグラフをできるだけ正しくかこうとする

・最大値、最小値と極大値、極小値との違いを、意識して考察できる
・方程式の実数解の個数を、関数のグラフとx軸の共有点の個数に読み替えて考察できる

・不等式を、関数のグラフとx軸との上下関係に読み替えて考察できる

・不定積分の計算では、積分定数を書き漏らさずに示すことができる

・定積分の定義や性質を理解し、それを利用する定積分の計算方法を理解している
・定積分は定数であることを理解し、それを利用して、定積分を含む関数を求めることができる
・上端が変数xである定積分で表された関数を微分して処理することができる

観点別評価規準
・指数法則が成り立つように、指数の範囲を正の整数から実数にまで拡張していることを理解している
・累乗根をグラフによって考察することができる

・指数関数のグラフの概形を、点をプロットしてかこうとする意欲がある

・等差数列の項を書き並べて、隣接する項の関係が考察できる

・等差数列の和の公式を適切に利用して、数列の和が求められる
・等差数列の和の公式を利用して、和の最大値などを求めることができる

１．数列と一般項
２．等差数列
３．等差数列の和
４．等比数列
５．等比数列の和
６．和の記号Σ
７．階差数列
８．いろいろな数列の和
９．漸化式
10．数学的帰納法

・三角関数の性質とグラフの特徴を相互に理解している

・三角関数を含む方程式、不等式を解く際に単位円やグラフを図示して考察することができる。また、その解き方を理解している
・変数をおき換えることで、三角関数を含む方程式を考えることができる。また、その解き方を理解している

・加法定理を利用して、種々の三角関数の値を求めることができる

・変数をxにした関数y=asinx+bcosxのグラフをかくことができる

１．確率変数と確率分布
２．確率変数の期待値と分散
３．確率変数の和と積
４．二項分布
５．正規分布
６．母集団と標本
７．標本平均の分布
８．推定
９．仮説検定

・面積S(x)が関数f(x)の原始関数であることに興味、関心を持ち考察しようとする

観点別評価規準
・数の並び方に興味をもち、その規則性を発見しようとする意欲がある

・データ処理の問題に対する正規分布の性質に関心をもち，それを連続型の確率変数の考察に活用しようとしている

・標本調査の意義を確認し，標本の抽出法および乱数さい・乱数表の活用の仕方と関連づけることにより，母集団の平均，分散および標準偏差の求め
方を理解している

・標本平均の分布を正規分布で近似してとらえることができる
・標本平均の意義に関心をもち、その基礎となる母集団との関係の考察に活用しようとしている

・自然数の２乗の和や３乗の和の公式を求めようとする意欲がある

・数列の規則性の発見に階差数列が利用できる
・初項から第n項までの和に着目して、一般項を考察できる

・和の求め方の工夫をして、数列の和が求められる

・初項と漸化式を用いて数列を定義できることを理解している

１．指数の拡張
２．指数関数
３．対数とその性質
４．対数関数
５．常用対数

１．微分係数
２．導関数とその計算
３．接線の方程式
４．関数の増減と極大・極小
５．関数の増減・グラフの応用
６．不定積分
７．定積分
８．定積分と図形の面積

・指数と対数とを相互に書き換えることができる
・底の変換公式を等式として利用できる

・対数関数のグラフの概形、特徴を理解している
・底と１の大小に注意して、対数関数を含む不等式を解くことができる

・常用対数の定義を理解し、それに基づいて種々の値を求めることができる
・常用対数を利用して、桁数の問題や小数首位問題などを解くことができる

観点別評価規準

学年末

到達目標を達成できたか
Ａ（８０％以上）　　、　Ｂ（６５％以上）
Ｃ（４０％以上）　　、　Ｄ（４０％以下）

自己評価

次学期（次年度）に向けての課題

1学期
2学期

第３節

点と直線第1節

円第2節

指数関数第１節

対数関数第２節

演習＋章末テスト

微分係数と導関数

微分法と積分法

三角関数

演習＋章末テスト

三角関数

指数関数と対数関数

令和５年度 数学Ⅱ/数学B シラバス（2学年国際英語科）

等差数列と等比数列第１節

いろいろな数列第２節

第
３
章

第
５
章

第１節

数
学
Ｂ

第
1
章

演習＋章末テスト

第
６
章

数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える資質・能力を次の通り育成することを目指す。
(1) いろいろな式、図形と方程式、指数関数・対数関数、三角関数及び微分・積分の考えについての基本的な概念や原理・法則を体系
的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。
(2) 数の範囲や式の性質に着目し、等式や不等式が成り立つことなどについて論理的に考察する力、座標平面上の図形について構成要
素間の関係に着目し、方程式を用いて図形を簡潔・明瞭・的確に表現したり、図形の性質を論理的に考察したりする力、関数関係に着
目し、事象を的確に表現してその特徴を数学的に考察する力、関数の局所的な変化に着目し、事象を数学的に考察したり、問題解決の
過程や結果を振り返って統合的・発展的に考察したりする力を養う。
(3) 数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度、粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度、問題解決の
過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

演習＋章末テスト

4

第
４

章

高等学校　数学Ⅱ/数学B(数研出版)

教科名・科目名

数学・数学Ⅱ/数学B

科目の目標

１．複素数とその計算
２．２次方程式の解
３．解と係数の関係
４．剰余の定理と因数定理
５．高次方程式

２学年・国際英語科

積分法

図形と方程式

演習＋章末テスト

知識・技能

数学の考えにおける基本的な概念、原理・法則などを体系的
に理解し、基礎的な知識を身に付けている。
数学の考えにおいて、事象を数学的に表現・処理する仕方や
推論の方法などの技能を身に付けている。

小単元

第
２
章

第
1
章

式と証明

主体的に学習に取り組む態度

数学の考えにおける考え方に関心をもつとともに、数学のよさを認識し、それらを事
象の考察に活用して数学的な考え方に基づいて判断しようとする。

観点別評価規準

・恒等式A＝Bの証明を、適切な方法で行うことが出来る
・実数の性質を利用して、不等式を証明することが出来る
・相加平均・相加相乗平均の大小関係を利用して、不等式を証明することが出来る

・不等式の証明に実数の性質を利用できるように、式変形を考えることが出来る
・同値な不等式を証明することで、もとの不等式を証明することが出来る

５．恒等式
６．等式の証明
７．不等式の証明

演習＋章末テスト

・比例式を=kとおいて処理することができる
・実数の大小関係の基本性質に基づいて、自明な不等式を証明することができる
・不等式の証明で、統合の成り立つ場合について考察できる

数学の考えにおいて、事象を数学的
に考察し表現したり、思考の過程を
振り返り多面的・発展的に考えたり
することなどを通して、数学的な見
方や考え方を身に付けている。

第２節 等式・不等式の証明

使用教科書

第１節

関数の値の変化第２節

・座標平面上において、２点間の距離が求められる
・座標平面上において、線分の内分点、外分点の座標が求められる
・三角形の重心の座標の公式を理解している

・切片形の公式を利用して、直線の方程式を求めようとする

・図形的条件（線対称など）を式で表現できる
・図形F(x,y)=0が点(s,t)を通ることをF(s,t)=0として処理できる

・x,yの２次方程式が、常に円を表すとは限らないことを考察しようとする

・１次と２次の連立方程式では、計算しやすい方の文字を消去する

・２つの円の位置関係を、動的な面から観察することができる

・軌跡の定義を理解し、与えられた条件を満たす点の軌跡を求めることができる
・媒介変数処理が必要な軌跡の求め方を理解している

・不等式の満たす解を、座標平面上の点の集合としてみることができる
・条件の真理集合を考えることにより、命題の真偽を真理集合の包含関係として考察することができる

観点別評価規準
・一般角を動径とともに考察することができる

・単位円上の点の座標を、三角関数を用いて表すことができる

・y=sinθとy=cosθのグラフが同じ形の曲線であることに興味、関心をもつ
・周期関数に興味を持ち、その性質を調べようとする

演習＋章末テスト

思考力・表現力・判断力

複素数と方程式

4STEP 数学Ⅱ＋B(数研出版)
進研 WINSTEP 数学ⅠA Standard （Learn-S）

評価の観点

評価の観点

複素数と２次方程式の解第１節


